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A2 透析治療は、本来の腎臓が常時

行っている働きを短時間に集中

して代行する治療法です。

腎臓は毎日24時間休むことなく働いて、

身体の状態を健全に保っています。

ですから、身体に装着できて、常に腎臓の

働きを代行できる人工腎臓が開発されれば、

患者さんにとってどれほど快適かと思いま

す。しかしながら、現在の保険制度では月に

14回、すなわち週３回の治療しか認められ

ていません。

あなたの希望される回答と少し違ったお話

になりましたが、もう少し、分かりやすくお

話させていただくと、あなたの週2回の透析

ですと、本来の健康な腎臓が7日間連続して

行っている働きである168時間分を、6時間

で一気に果たしていることになります。そう

した場合、身体に急激な変化が加わり、その

負担は大変なものです。つまり、週2日の透

析のほうが週3日の透析よりも、身体への負

担が大きいのです。ですから、透析治療中も、

透析が終わってからの生活においても、体調

がすぐれず、つらい時間を過ごされているの

ではないでしょうか。

こうした理由から、先生と十分に相談され

て、週3回の透析を受けられることをお勧め

します。必ず、快適で、体調の良い生活が過

ごせるようになることと思います。

透析治療を敬遠することなく、生活の一部

として、快適で楽しみのある人生を過ごされ

ますよう願っています。

（高田貞文／明和会 田蒔病院・臨床工学技士）

透析時間

Q2私は現在、週2回、1回3時間の透析を受けています。先生から、週3回の透析が必

要と言われていますが、現在の回数、時間でも身体への負担が大きく、これ以上

の回数、時間の透析は受けたくありません。どうすれば良いでしょうか。

を生活に組み込めるようお手伝いし、しかも

心と体の苦痛を軽減できる治療内容・看護で

なければならないと思っています。ですから

患者さんも生活に合わせて、けっして難しい

内容ではなく、ポイントを押さえながら、で

きるところからやってみてください。それで

いいのです。

（長山勝子／岩見沢市立総合病院・看護師）




